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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
空
の
い
ろ
。
。
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
２
５
５
Ｌ

【
作
者
名
】

　
梨
香
。
。
。

【
あ
ら
す
じ
】

　主
人
公
の
菜
津
美
の
ト
ラ
ウ
マ
、
悲
し
い
過
去
か
ら
、
立
ち
直
る
お
話
。
。
。
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空
の
い
ろ
。
。
。
　
　
　
　
ｌ
ｅ
ｖ
．
１

・
加
藤
　
菜
津
美
　
（
１
５
）

・
庄
司
　
香
奈
　
　
（
１
５
）

・
佐
野
　
陸
斗
　
　
（
１
５
）

・
百
瀬
　
春
樹
　
　
（
１
５
）

・
野
辺
　
沙
希
　
　
（
１
６
）

・
南
條
　
柊
斗
　
　
（
１
６
）

・
戸
崎
　
直
樹
　
　
（
１
７
）

☆
★
☆
★
☆
★
☆
☆
★
☆
★
☆
☆
★
☆
★
☆
☆
★
☆
★
☆
☆
★
☆
★
☆
☆
★
☆

★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
☆
★
☆
★
☆
★
☆

空
。
。
。

海
の
青
が
色
移
り
し
た
み
た
い
な
綺
麗
な
青
。
。
。

あ
の
人
ゎ
今
元
気
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
。
。
？
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い
つ
ま
で
地
球
ゎ
地
球
で
あ
り
続
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
。
。
？

あ
り
が
と
う
。
。
。

こ
れ
か
ら
も
あ
り
が
と
う
。
。
。

今
、
こ
の
地
に
足
が
つ
い
て
い
る
こ
と
。
。
。

あ
な
た
が
居
な
け
れ
ば
あ
た
し
ゎ
こ
こ
に
ゎ
居
な
か
っ
た
。
。
。

ど
ん
な
人
と
付
き
合
っ
て
も
、

心
で
ゎ
あ
な
た
が
一
番
だ
か
ら
。
。
。

☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆

高
校
１
年
生
・
・
・
。

夢
と
希
望
と
不
安
と
優
越
感
に
駆
ら
れ
る
、
大
人
ぇ
の
第
一
歩
・
・
・
。

誰
も
が
そ
ん
な
気
持
ち
を
持
つ
・
・
・
。

・
・
・
で
も

あ
た
し
ゎ
違
っ
た
。
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友
達
ゎ
、
い
つ
も
行
動
を
共
に
す
る
、

香
奈
・
陸
斗
・
春
樹
・
・
・
。

初
め
ゎ
香
奈
が
あ
た
し
に
話
掛
け
て
く
れ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
。

陸
斗
と
春
樹
ゎ
、
二
人
で
居
る
所
で
話
掛
け
、
ノ
リ
で
仲
良
く
な
っ
た
。

あ
た
し
を
ふ
く
め
た
四
人
が
族
に
言
う
「
イ
ツ
メ
ン
」
で
あ
る
。

入
学
し
て
一
か
月
、

隣
の
ク
ラ
ス
の
、
少
し
浮
い
て
る
Ｇ
Ａ
Ｌ
の
女
の
子
が
学
校
を
辞
め
た
。

・
・
・
そ
の
時
あ
た
し
ゎ
、
一
緒
に
辞
め
よ
う
か
な
ぁ
と
思
っ
た
。

そ
し
て
香
奈
ゎ
、

「
菜
津
美
っ
て
学
校
楽
し
い
と
思
っ
て
る
？
？
？
」

と
言
っ
て
き
た
。

そ
れ
ゎ
、
隣
の
ク
ラ
ス
の
女
の
子
が
学
校
を
辞
め
た
次
の
日
だ
っ
た
。

「
え
ッ
・
・
・
・
・
・
？
」

正
直
、
学
校
を
楽
し
め
て
な
い
時
期
だ
っ
た
か
ら
少
し
ド
キ
っ
と
し
た
。

「
だ
っ
て
何
か
楽
し
そ
う
な
顔
し
て
な
い
し
・
・
・
。
」

「
そ
ッ
・
・
・
そ
う
・
・
・
？
」

「
う
～
ん
・
・
・
。
・
・
・
何
か
あ
っ
た
の
？
」
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何
か
あ
っ
た
・
・
・
？

・
・
・
か
ぁ
・
・
・
。

「
う
～
ん
・
・
・
・
・
。
中
学
の
と
き
ね
ぇ
～
・
・
・
。
」

「
引
き
ず
っ
て
ん
の
？
彼
氏
に
フ
ラ
れ
た
と
か
？
」

「
う
う
ん
。
そ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
ら
い
ん
だ
け
ど
ね
ぇ
・
・
・
。
」

ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
中
学
時
代
に
付
き
合
っ
た
人
数
ゎ
１
０
人
を
超
し
て
い
る
。

香
奈
に
い
っ
た
ら
、
な
ん
じ
ゃ
そ
れ
ぇ
～
！
！
モ
テ
モ
テ
じ
ゃ
ぁ
～
ん
！
！
ズ

ル
イ
ぃ
～
！
！

と
言
わ
れ
た
。

「
今
日
、
放
課
後
に
４
人
で
語
ん
な
い
？
？
」

「
う
ん
。
何
処
が
い
い
か
ね
？
」

「
お
金
な
い
か
ら
教
室
で
良
く
な
い
？
？
」

「
い
い
よ
。
あ
と
で
陸
斗
と
春
樹
に
伝
え
て
お
か
な
き
ゃ
ね
。
あ
の
二
人
何
処

行
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
」

「
ト
イ
レ
じ
ゃ
な
い
？
さ
っ
き
陸
斗
と
春
樹
が
ト
イ
レ
行
き
た
い
っ
て
騒
い
で

た
。
髪
セ
ッ
ト
し
た
い
ん
だ
て
っ
さ
！
」

あ
っ
と
い
う
ま
に
時
間
ゎ
過
ぎ
て
、
放
課
後
の
時
間
ゎ
や
っ
て
き
た
。
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「
何
語
る
か
ぁ
～
。
」

か
ら
始
ま
っ
て
、

「
言
え
て
る
ぅ
～
！
！
！
」

「
超
ウ
ケ
ん
だ
け
ど
ぉ
～
！
！
」

っ
て
な
感
じ
で
話
ゎ
発
展
し
て
い
っ
た
。

「
そ
う
い
え
ば
さ
ぁ
、
さ
っ
き
菜
津
美
が
い
っ
て
た
中
学
の
時
の
引
き
ず
っ
て

る
っ
て
ゆ
う
話
聞
い
た
ら
ま
ず
い
か
な
」

香
奈
ゎ
、
多
分
、
ズ
ッ
ト
き
に
し
て
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
。

「
ん
ん
～
・
・
・
。
ホ
ン
ト
ゎ
ま
ず
い
ん
だ
け
ど
３
人
に
だ
け
教
え
て
お
く
ぅ

～
・
・
・
。
」

こ
の
話
し
た
ら
泣
い
ち
ゃ
う
か
な
・
・
・
あ
た
し
。

実
ゎ
ま
だ
た
ち
な
お
っ
て
な
い
ん
だ
も
ん
・
・
・
。

実
は
・
・
・
・
・
。

「
実
は
あ
た
し
・
・
・
・
・
・
・
。
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

「
実
は
あ
た
し
・
・
・
。
中
２
の
時
か
ら
付
き
合
っ
て
た
彼
氏
・
・
・
。

交
通
事
故
で
死
ん
で
る
ん
だ
・
・
・
。
」
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「
え
っ
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

長
い
間
沈
黙
が
続
く
・
・
・
。

こ
れ
か
ら
あ
た
し
は
、

神
様
を
憎
ん
だ
、

強
烈
に
神
の
事
を
憎
ん
だ
、

哀
し
い
過
去
に
つ
い
て
、

み
ん
な
に
明
か
す
の
だ
・
・
・
。

あ
の
事
に
つ
い
て
・
・
・
。

あ
の
過
去
に
つ
い
て
・
・
・
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
話
に
続
く
・
・
・
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空
の
い
ろ
。
。
。
　
　
　
　
ｌ
ｅ
ｖ
．
２
（
前
書
き
）

香
奈
に
過
去
の
事
を
聞
か
れ
た
菜
津
美
・
・
・
。

「
彼
氏
が
交
通
事
故
で
死
ん
で
る
ん
だ
よ
ね
・
・
・
。
」

神
を
憎
ん
だ
そ
の
哀
し
い
過
去
と
は
・
・
・
？
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空
の
い
ろ
。
。
。
　
　
　
　
ｌ
ｅ
ｖ
．
２

「
交
通
事
故
・
・
・
？
？
」

「
う
ん
・
・
・
。
テ
レ
ビ
と
か
新
聞
に
も
載
っ
た
・
・
・
。

卒
業
式
が
終
わ
っ
て
１
週
間
が
経
っ
た
あ
と
位
か
な
・
・
・
。

駅
前
の
歩
道
を
歩
い
て
る
の
見
つ
け
た
ん
だ
・
・
・
。
」

そ
の
日
、
ま
だ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
逃
走
車
が
い
た
・
・

・
。

そ
し
て
、
彼
氏
は
友
達
と
一
緒
に
歩
い
て
い
た
。

そ
の
友
達
は
、
中
学
の
時
に
仲
良
く
し
て
い
た
友
達
で
、
あ
た
し
も
顔
は
当
然
、

何
度
か
遊
ん
だ
事
も
あ
っ
た
。

あ
た
し
が
声
を
掛
け
る
と
、

お
ぉ
！
！
偶
然
だ
な
ッ
！
！

と
言
っ
て
、
あ
た
し
が
い
た
、
反
対
側
の
歩
道
ま
で
来
て
く
れ
た
。

歩
道
に
は
防
歩
柵
が
立
っ
て
い
な
く
て
、

よ
く
人
が
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
出
し
な
が
ら
歩
き
渡
っ
て
い
る
程
だ
っ
た
。
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そ
し
て
あ
た
し
は
、
道
路
側
に
立
っ
て
い
た
。

道
路
の
、
３
０
０
ｍ
程
向
こ
う
か
ら
、
ざ
わ
つ
き
始
め
て
い
る
の
に
気
が
つ
い

た
あ
た
し
達
は
、

な
ん
だ
ろ
う
ね
・
・
・
。

と
言
い
な
が
ら
見
て
い
る
と
、

パ
ト
カ
ー
に
追
わ
れ
て
い
る
車
が
こ
っ
ち
へ
と
向
か
っ
て
く
る
・
・
・
。

「
菜
津
美
ッ
・
・
・
！
！
！
ッ
ぶ
ね
ぇ
ッ
・
・
・
・
！
！
！
！
」

腕
を
引
っ
張
ら
れ
た
そ
の
時
だ
っ
た
。

キ
キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
！
！
！
！
！
！

ド
ォ
ー
ー
ー
ー
ー
ン
ッ
！
！
！
！
！

ド
サ
ッ
・
・
・
・
・
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「
「
キ
ャ
ァ
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
」
」

彼
氏
は
、
逃
走
中
の
車
に
引
か
れ
て
即
死
し
た
。

逃
走
犯
が
乗
っ
て
い
た
車
は
時
速
１
５
０
Ｋ
Ｍ
を
越
し
て
い
た
そ
う
だ
・
・
・
。

「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

沈
黙
・
・
・
。

ま
ぁ
、
突
然
こ
ん
な
、
自
分
の
彼
氏
が
交
通
事
故
で
死
ん
で
る
ん
で
す
・
・
・

な
ん
て
話
聞
か
さ
れ
た
ら
黙
る
の
は
当
然
か
ぁ
・
・
・
。

「
な
ん
か
ご
め
ん
・
・
・
。
」

「
う
う
ん
・
・
・
。

　
ま
ぁ
、
こ
ん
な
立
ち
直
ら
ず
に
ウ
ジ
ウ
ジ
し
て
ん
の
も
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね
・

・
・
。
」

「
そ
ん
な
こ
と
無
い
よ
。
俺
な
ん
て
、
彼
女
に
振
ら
れ
て
３
ヵ
月
立
ち
直
ん
な

か
っ
た
し
・
・
・
。

　
レ
ベ
ル
違
い
だ
け
ど
・
・
・
。
」
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「
あ
り
が
と
。
」

な
ん
か
一
気
に
し
ん
み
り
し
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
・
・
・
。

「
も
う
帰
ろ
う
か
ッ
！
！
！
」

あ
た
し
が
言
う
と
、

皆
も
、
い
つ
も
の
元
気
を
取
り
戻
し
た
み
た
い
だ
っ
た
。

「
う
ん
！
帰
っ
て
早
く
ご
飯
た
べ
た
ぁ
～
い
?
」

「
俺
ん
ち
今
日
カ
レ
ー
的
な
事
言
っ
て
た
な
ぁ
ー
。
若
干
楽
し
み
（
●
＾
ｏ
＾

●
）
」

そ
う
言
っ
て
駅
で
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
て
帰
路
を
辿
っ
た
。

「
た
だ
い
ま
ぁ
～
・
・
・
。
」

「
菜
津
美
お
か
え
り
。
」

リ
ビ
ン
グ
に
い
た
の
は
、
幼
馴
染
の
友
樹
。

幼
馴
染
で
も
あ
り
、

・
・
・
・
元
彼
氏
（
死
ん
で
し
ま
っ
た
彼
氏
）
の
双
子
の
兄
だ
。

最
近
、
あ
た
し
が
家
に
帰
る
と

家
に
居
る
。
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も
ち
ろ
ん
お
母
さ
ん
も
居
る
。

け
ど
、
少
し
位
、
あ
た
し
の
気
持
ち
を
考
え
て
く
れ
た
っ
て
い
い
と
思
う
。

な
ん
で
よ
り
に
よ
っ
て
双
子
な
ん
だ
ろ
う
と
、
顔
を
見
る
度
に
思
っ
て
い
る
。

「
・
・
・
・
・
・
。
」

「
ま
ぁ
た
無
視
？
？
？
」

友
樹
は
、
元
彼
の
夏
樹
よ
り
も
ヤ
ン
キ
ー
っ
ぽ
く
て
、
活
発
の
く
せ
に

面
倒
く
さ
い
こ
と
に
関
し
て
は
手
を
出
さ
ず
、

女
遊
び
と
喧
嘩
が
大
好
き
な
女
経
験
が
豊
富
な

族
に
言
う
［
問
題
児
］
で
あ
る
。

い
つ
も
は
無
視
す
れ
ば
リ
ビ
ン
グ
で
、
お
母
さ
ん
が
出
し
た
お
菓
子
を

食
べ
て
帰
る
。

・
・
・
・
い
つ
も
は
・
・
・
・
。

今
日
は
、
部
屋
に
ま
で
入
っ
て
来
た
・
・
・
。

・
・
・
・
今
日
は
・
・
・
・
。

胸
騒
ぎ
が
す
る
・
・
・
・
。



14

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

空のいろ。。。
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